






































































































　1997 年にビルバオ・グッゲンハイム美術館が開館すると、5 年間で 515 万人の入場者数（45％
は海外から）を数え、4,100 人の直接雇用を創出した。この美術館はグッゲンハイム財団とバス
ク州により建設されているが、直接的な経済効果として 7 億 7,500 万ユーロを生み出し、そのう










　2004 年開館の金沢 21 世紀美術館は、金沢市の旧市街地中心部にあり、2019 年度には 258 万人
の入館者を得ている（表 1）。さらに、金沢 21 世紀美術館の開館による地域経済への波及効果は、
「建設投資」によるものが 217.2 億円、「運営支出」によるものが 6.1 億円、「来館者消費」による
図 1　ビルバオ・グッゲンハイム美術館の経済波及効果（百万ユーロ）（9）
表 1　2019 年度 日本のミュージアム入場者数（10）
1 国立科学博物館（東京都） 266 万 6,743 人 （92.5％）
2 国立新美術館（東京都） 261 万 3,609 人 （92.4％）
3 金沢 21 世紀美術館（石川県） 258 万 591 人 （108.7％）
4 MORI Building DIGITAL ART MUSEUM EPSON teamLab Borderless
（東京都）
231 万 1,995 人 （―）
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ての専門的事項をつかさどる」（博物館法第 4 条第 4 項）者である。学芸員となるためには、「学
士の学位を有する者で、大学において文部科学省令で定める博物館に関する科目の単位を修得し
たもの」（博物館法第 5 条第 1 項）などの資格が必要となっている。このうち「大学において文











　学芸員養成課程を開講している大学は、 2020 年 4 月 1 日現在 302 大学あり、 そのうち私立大学



















1952 年文部省令制定 1996 年文部省令改正 2012 年文科省令改正
科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位
博物館学 4 生涯学習論 1 生涯学習論 2
教育原理 1 博物館概論 2 博物館概論 2
社会教育概論 1 博物館経営論 1 博物館経営論 2
視聴覚教育 1 博物館資料論 2 博物館資料論 2
博物館実習 3 博物館情報論 1 博物館資料保存論 2
合　計 10 社会教育概論 1 博物館展示論 2
博物館実習 3 博物館教育論 2
視聴覚教育・メディア論 1 博物館情報・メディア論 2
教育学概論 1 博物館実習 3





































































































































































































































大学では、2020 年度現在、学芸員養成課程を履修している学生は、計 250 名となっている。文
学部を中心に、履修者は法学部や農学部など、文系理系にわたり、学芸員資格が特定の学部学生
だけでなく、幅広い専攻分野を持つ学生にとって魅力的な科目となっていることがわかる。
　一方、大東文化大学の学芸員養成課程では、毎年度 50～80 名の学生が履修している。2020 年
度入学生で学芸員資格の取得可能な学科は、日本文学科や国際関係学科、経営学科など 17 学科
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 This paper explores the role of museums, which are recently being assigned as centers for regional 
revitalization and community development, and examines the new roles of curators working in them. The 
author also looks at the effectiveness of establishing a curator course in the Faculty of Contemporary 
Policy at Josai University, based in based on policy studies. 
 The results show it is clear that a curator qualification is effective in meeting a need for cultural 
policy leaders, both public and private, although the opportunities to actually work in a museum as a 
curator are limited. It concluded that the curator course at Josai University could broaden students’ 
career opportunities in other fields.
Keywords：  curator training course, museum as regional policy, policy studies, Mizuta art museum, cultural 
policy
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